



























　ただ，マクロ的な数字を見ますと，2020 年の 8 月で就業者総数は 6676 万人，雇用者総数は 5496
































危機で問題が深刻化してくるのは 2020 年 1 月末くらいかと思いますが，すでに 4 月 8 日には ILO
が産業別概況を報告し，4 月 22 日には国際使用者連盟，国際労働組合総連合会，インダストリオー
ルの三者による衣料品産業を支援する共同行動の呼びかけが行われ，同時に ILO もその呼びかけ


























90 年代末の通貨危機，2008 年のリーマンショック，MERS や SARS，そして今回の新型コロナ。
本日の皆さんのご報告から学べることは，これらは地球全体でかつ政労使で真剣に取り組むべき課
題であるということです。そして，こうした問題は今後も何年かに一度は起こるでしょう。先進国
の末席にいる日本として，現在の危機に対して，あるいは将来起こるであろう危機に対して，どん
な貢献ができるのか。あるいはどんな貢献をすべきなのか。井内さんをはじめ，皆さんにぜひとも
教えていただきたい，ヒントをいただければと思っております。
　以上で私の報告を終わります。ありがとうございました。
